国際関係会　IIR　OB・OG会　2020年度　総会　議案書　　
2020年6月20日

於：慶応義塾大学国際関係会　OB・OG会
オンライン開催/ＮＥＴ交信

　
会員数　　1469名　（正会員　850名、　準（一般）会員　619名　（2020年5月15日現在）
定足数　85　　（参加会員；メールによる連絡　後日集計　　　　名（議長へ一任提出　　））
議長指名　　会長挨拶　
IIROBOG会の会員の皆さま
本年度の総会が、新型コロナウイルス感染症の拡大により、政府からも集会などの自主規制が求められております。

大変残念ですが、2020年の総会は、三田校舎での開催を断念し、メールにて皆様の意思表示を確認する　　ことといたしました。

メールへの返信をもって、総会開会の定数を満たしているかどうか、判断いたします。
さて、IIROBOG会の活動ですが、2020年度は主に現役学生の各プロジェクトに対するアドバイスを中心に行っていきます。

しかし、年初からの新型コロナウイルス問題により、多くのプロジェクトが中止もしくは延期の事態と　　なっています。オンラインでの開催の可能性など含め現在対応を摸索している状況です。

現役学生役員からの「現役報告」がありますが、 IIRの精神を受け継いで、 現在複数のプロジェクトが稼働　しており、対象国も欧米だけでなく、中国、東南アジア、インドなどへと拡がっています。　加入する学生も　　年々増え、現在は各学年100人近くになっています。
今後、OBOG会は会員の皆様と、様々な形で意見交換できる場を作り、会の活性化を図っていく所存です。

社会の変化に伴い、オンラインでの会合なども企画したいと思っています。また改めて皆様にご連絡致します。

さて、会の活性化の為には役員会の強化が必要です。今期より、2名のOBに役員に立候補頂きました。14期の小川博君と15期の山本明君です。後ほどご紹介しますので、ご承認を諮りたく存じます。また、若い世代のOBOGが役員会に入ってくださることを切に願っています。どうか、一緒にOBOGO会を盛り立て、現役学生の支援を行っていこうではありませんか。ご連絡をお待ちしております。
皆さまとまたお目に係れる日が来るまで、どうかおいとい下さいませ。

IIR　OB・OG会

会長　安倍宏行
【議案１】　2019年度活動報告　（岩田幹事長より報告）
【議案２】　201９年度　・会計報告・監査報告　（会計担当より報告、中江監査役報告、別添ファイル）
【議案３】　会長選任と新役員承認
【議案4】　2020年度　活動計画及び予算案　（会長より発表、予算案　別添ファイル　）
【現役報告】　ＩＩＲ現役活動報告・活動計画

【議案　１】　2019年度活動報告
（1） IIR　2019年度総会及び特別講演を開催致しました。（　2019年6月15日（土）三田西校舎517教室）
安倍会長挨拶；「OBOGの総会参加が少なく大変残念です。OBOG会により関心を持ってもらうためにも、現役学生との交流の機会を増やし、意見交換会を目的とした活動にしたいと思っています。
役員をやってくださる方を募っていきたいです。」
特別講演；長谷山　彰　塾長による講演 　   
　    テーマ： 「グローバル化の中の慶應義塾」 
　　　　塾長自らIIR の歴史と変遷をお話頂きました。　ＯＢＯＧと共に歴史を想い返すことのみでなく、学生にとり塾長と歴史を共有出来たという自信に繫がったように感じられました。
IIRは、平和な世界構築の為、学生間の交際を通じ、学生が発案し、プログラムを企画し、実行することを活動の基軸にしております。慶應義塾という基盤があって、福澤先生のお考えと目指された精神についてお話戴きました。IIR活動を展開していく上で学生たちが常に心すべきことであると思いました。
その意味においても、塾長のご講演は学生たちにとり大きな励みとなりました。
　　　　懇親会は慶應義塾大学三田キャンパスの西校舎「山食」にて行われました。
ＩＩＲ顧問・細谷雄一教授のご挨拶にはじまり学生も30名余参加し、OBOGの方々と貴重なお話をすることができました。OBOGの方から「現役生の皆さんの活動報告をお聞きして、IIRの活動がさらに大きく広がっていることを感じ、とても嬉しく思いました。より多くのOBOGの方に、IIRの今を知ってもらい、応援してもらえたらと思いました。」  との感想を頂きました。
上記の講演の様子・報告はOBOG会HP中2019年の項に掲載しておりますのでご一読ください。
（２）IIRキャリ活セミナー　2019　　（　2019年6月29日（土）三田南校舎473教室にて）
　　　 IIR現役生（２～３年生中心）を対象に、就職活動が始まる前に、将来のキャリア選択について考えてもらうことを目的として、若手OBOGが中心となって、毎年企画・開催しています。　今年は、昼の部に、主に　１～２年生を対象として、キャリア形成の指針を持つための自己分析の手法としての性格診断テストや　人生曲線作りのワークショップを行い、56名の現役生が参加しました。その後、若手を中心にした多様な業種のOBOGとの懇親会を開催し、ネットワーキング広める機会を作りました。
上記の様子・報告はOBOG会HP中2019年に掲載しておりますのでご一覧ください。
（３）「スタンフォード大学との再交流、SKIP 2019でのプログラム・プレゼンテーション・懇親会」　
2019年9月14日に慶應義塾大学国際関係会主催、KSP OB・OG会　ＩＩＲ　OB・OG会の共催で行い、協賛金の支出をしました。プログラムは9月1日から同14日までの日程で、　　米国スタンフォード大学より１7名の学生が参加し「Broaden our perspectives through Japan」のテーマの元、慶應生と学びました。最終日に体験から学び考えたことを発表するプレゼンテーションを三田キャンパス北館３Ｆ大会議室で行いました。　　懇親会は南校舎のザ・カフェテリアでホストファミリーの方々を招待し大変盛り上がったパーティになりました。
上記の様子・報告はOBOG会HP中2019年に掲載しておりますのでご一覧ください。
（４）　SEEK講演会及びＩＩＲ現役新役員との懇親会を開催致しました。（　2019年12月7日）　
定例役員会後、OBOGとの交流促進を目的にしたSEEK講演会を三田キャンパス内南校舎４階447号　教室にてIIR14期　小川　博君　（元IIR IIR14期 副代表、1967年スタンフォード大学短期留学生、　　　現　バカラ　パシフィック　㈱　会長）　演題：「バカラ　歓びのかたち、ブランディング」　で行いました。
SEEKに引き続き、西安刀削麺酒楼・三田店で現役学生とOBOGによる懇親会が行われました。
懇親会では、OBOGの方が学生だった当時のIIRのことや、現役学生から現在行われているIIRでの　　活動など、様々なIIRの話題が飛び交い、親睦をふかめることができました。
　　上記講演内容要約・報告はOBOG会HP中2019年に掲載しておりますのでご一覧ください。
（５）　2019年度は定例役員会（テレカンを含む）5回、臨時役員会（三役会）を2回、計7回行いました。
【議案２】　2019年度　会計報告・監査報告　　　　　　別紙添付
【議案３】　会長選任と新役員承認
会長選任：　安倍宏行君・23期が会長重任の立候補を行い、役員全員により推挙されました。
OBOG会役員会のメンバーを増強する為、2020年度から、新たに2名の役員にお入り頂くことになりました。　14期の小川博君（副会長就任予定）と15期の山本明君（会計担当）です。
お二人のプロフィールを下記の通りです。（敬称略）
　
小川　博・14期　
　　    ・バカラパシフィック(株)会長、(株)無極庵社長
・IIR IIR14期 副代表
・1970年　慶應義塾大学法学部法律学科卒
・1966年～69年　Stanford大学か気交換留学生ホストファミリー
・1967年　Stanford大学短期交換留学
・1969年　IIR副代表、下記交換プログラム委員長
山本　明・15期　
・赤坂有限責任監査法人設立シニア パートナー
　　
・1948 年 10 月 東京・京橋生れ、東京・港区在住 
・1971 年 　慶應義塾大学経済学部卒
・1974 年 3 月大学院経済学研究科(国際経済山本登教授) 修士課程了 
・1980 年 3 月公認会計士登録、2005 年 3 月税理士登録 
・大手旧中央青山監査法人代表社員勤務後、2008 年 5 月赤坂有限責任監査法人設立シニア 
　     　 パートナー就任 
重任の役員の方々は下記の通りです。（敬称略）　　担当役職については後日会長より指名委嘱されます。
伊勢桃代・3期、肥田良夫・6期、亘理　泰・7期、中江隆耀・8期、吉田文一・9期、岩田紘行・13期、
安倍宏行・23期、高須賀茂文・25期、小田　聡・28期、清水晃子28期、春原由之介・51期、小暮倫子・52期、
老川創紫・59期、

新たに役員に加わって頂ける方、各部会・委員会にお力添え頂ける方を随時募集しております。
【議案4】　2020年度　活動計画及び予算案　（予算案　別添ファイル　）

　　　　　　別紙のシート「2020年度予算・案」をご参照下さい。
　　　当予算・案は2020年3月初旬緊急事態宣言が発出される以前に作成したものです。
　　　

　　　　　

事業企画案；
1 現役学生プログラムへの応援・支援活動（特に新規プロジェクトへの支援）
2 講演会　（OBOGによる経験談、元留学の経験談など）及び現役新役員との懇親会
3 就職活動セミナー　（「ＯＢＯＧと語る会」として開催）　　　ほか
　　
　　

当総会の報告など活動内容、お知らせ　等は当会ホームページに掲載致します。
現在、ホームページへの更新を行い活動の充実を図っております。　一度ご覧戴ければ幸いです。
http://www.iir.jp/　　
（慶応義塾大学・国際関係会ＯＢ・ＯＧ会で検索頂き、「稼働中のプロジェクト」の内にある
「総会・講演会（サロン）」の項からご覧いただけます）
以上
２０21年度総会は、2021年6月19日（第３土曜日）を予定しております。

各会員の皆様のメールアドレス登録（更新）をご確認戴きたくお願い申し上げます。
慶応義塾大学　国際関係会　IIR　OB・OG会
現役活動報告　2020年度
2020年4月19日
慶應義塾大学福利厚生団体国際関係会
66期代表　木村 勇人
新型コロナウィルス感染拡大の影響を受け、例年と比べ大幅な変更を強いられているIIRの活動は　現在以下のようになっております。
I. 新歓活動
　新入生の歓迎に関しては例年通り新2年生の代が主体的に活動をしている状況となっています。　今年度に関しましてはご高承のようにオリエン委員会より新入生の歓迎活動とオリエン期間の中止が告知され、課外活動も現在5月6日まで停止となっています。以上を踏まえ、IIRでは3月上旬時点で対面の新歓活動の中止を決定、本年度の新歓合宿も中止といたしました。その上でSNSやZOOMなど、オンラインの媒体を使用した新歓活動を早期より行なっています。フローとしてはTwitterや, Instagramでの新入生とのコンタクトの確保を能動的に行いつつ、新歓LINEへの招待を行うことでIIR発信の情報に触れられる機会を増やすことをまず行なっています。その上で、ZOOMを使用した懇親会やInstagramでのライブ配信などを介し、普段の活動や部員の人となりを知っていただくコンテンツを敷いています。また、細谷国際関係会顧問のアドバイスのもと、今後は年間や月単位でのIIRでの活動の様子を動画などの動的コンテンツを用いて紹介し、プロジェクトでの活動やイベントの　様子を見ていただくことでIIRでの活動を想像しやすくする取り組みを行って行く予定です。
　成果といたしましては現時点で新歓LINEグループへの参加者が340名以上となっており、他の　福利厚生団体や全塾協議会の団体などと比べても桁違いな成功を収めています。明日より仮入部が　開始となり、現在5月6日までに100名の仮入部登録を目指し、現役代で連携し、活動を行っております。
II. プロジェクト活動
新型コロナウィルス感染拡大の影響を受け、IIRの内包するプロジェクトでは以下のような方針に　転換いたしました。
International Week: 
IWCOの東京支部としてヨーロッパやアジアの20カ国からの留学生の受け入れを行なっているプロジェクト。今年度の留学生の受け入れを中止。新入生向けのコンテンツを検討中。
SKIP: 
スタンフォード生の受け入れプログラム。現在延期も含め、今後の施策を検討中。
LINK:
 UBCはじめとしてカナダの諸大学とのプログラム。
　　
今年度の留学生の受け入れを中止。
AIM:
インドネシアの学生との交流プログラム。今年度の留学生の受け入れを中止。
PAL: 
アジアでのリーダーシップを題材としてアカデミックな交流をするプログラム。
　　
今年度の留学生の受け入れを中止。他の活動指針を検討、企画中。
FUN: 
国際問題の認知拡大のためイベントや取り組みを行っているプロジェクト。
SNSを中心に活動を拡大、活動自体に支障をきたさないため今後も拡大する。
NEXT: 
インドとの交流プログラム。今年度の受け入れを断念。渡航に関しても当面の間難しいとの判断から来年度の受け入れに指針を切り替えて行く模様。
JIF: 
国際団体ISAとの協働でのイベント立案をするプロジェクト。対面でのイベントを9月開催に延期。プレイベントなどを用いて広報機会を増やして行く方向性に。
Youth Envisions 2020：
オリンピック・パラリンピック開催に伴い、日米学生会議、学生団体おりがみとともに進めるスピーチイベント。イベントを9月以降に延期。茂木健一郎氏の登壇が決定しているため、　　今後も9月に向け参加者の選定や広報を進める。
以上
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